
 

どろんこ山の桜の木 

                              副校長  大野 正人 

 先日、ドロンコ山の桜の木が１本伐採されました。その木は今春も花を咲かせていました

が、樹木医の診断では内部がかなり傷んでいて、強い風などで倒れる恐れがあるとのことで

した。気持ちの上では、まだまだ大丈夫そうなのに残念だなという思いです。何十年にもわ

たって花を咲かせ、日陰も作ってくれ、緑の葉で目を休めさせてくれました。数十年前に木

を植えられた方々や関わってきた児童の思いを考えると何とも言えない思いです。 

しかし、長い年月が目には見えないところで、木を痛めていました。見た目は日々変わり

ませんが、ほんの僅かが蓄積していったのでしょう。今日と明日では（ほとんど）変わりま

せんが、いつも同じ明日が続いていくとは限らないことに気付かされました。見えにくい事

実は、ある時（それは多くが突然と思われるタイミングですが）表出してくるのです。表出

することが、続けてきた努力が報われたといった良いことならいいのですが、そうではない

ことは、やむを得なかったこととしても後味の悪さが残ります。今日大丈夫だったから明日

も平気だろうと安心していたとか、何かできなかったのかなとか、もっとこまめに手入れし

ていれば、といった類です。 

さて、１月の各学年の学年だよりでは、「学習のまとめ」を記しています。だからと言っ

て、それぞれの学年の教科には「まとめ」といった復習のみの単元はありません。今日も３

学期に学ぶ新たな単元を、今の学年で４月から習ったことを基に学習します。これが、まと

めの学習です。学校では、進級を前に、新たな単元を進めつつも大切な既習事項を確かめな

がら授業を進めていきます。子供たちが、ある日、分からないという思いをもたないように。 

昨年末のアンケートからは、楽しく学校に通えている、学習で困っているといったことが

特にないとお考えのご家庭が多数でした。皆様の日頃のご指導並びにご理解とご協力に、心

より感謝申し上げます。ただ、今日よかったことは（おそらく）明日も続くでしょうが、こ

の先もずっと、とは言い切れません。そこで、日々のお子様への働きかけが大切となります。

具体的には、子供の頑張りに肯定的な言葉を返したり、聞いてほしいことに耳を傾けたり、

机に向かいたそうでない時に一緒にしようと促したりすることです。子供が近寄ってくる時

（時期）が効果大です。 

多忙な日常の中で、ともすれば、今日大丈夫だからと子供への働きかけは先送りにしがち

です。ですが、見えないところで進んでいくものもあります。今日がずっと続くわけではあ

りません。家庭と学校が情報を共有し、連携を深めて指導に当たりたいと考えます。 

子供は、大人の力を求めています。 
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3 月 
全校朝会 委員会⑩ 

オリンピック・パラリンピック関連授業５年 

4 火  

5 水 和太鼓クラブ発表集会 

6 木  

7 金 安全指導 

8 土 土曜授業 薬物乱用防止教室６年 

9 日  

10 月 全校朝会 クラブ⑬ 

11 火 建国記念の日 

12 水 Ｃ時程 ４時間授業 

13 木 ４時間授業 

14 金 
プログラミング教育実践報告会  

５時間授業 

15 土             

16 日  

17 月 全校朝会 クラブ⑭ 

18 火  

19 水 けやき班遊び 

20 木  

21 金  

22 土  

23 日 天皇誕生日 

24 月 振替休日 

25 火 放送朝会 

26 水 音楽朝会 避難訓練（集団下校） 

27 木 保護者会６年 

28 金 保護者会５年 

29 土  

～合唱団の発表について～  

指導担当 音楽専科 久保安代 

２６日（水）の音楽朝会では、８時２５分か

ら合唱団が演奏します。６月から４・５・６年

生で楽しく歌ってきました。今年度は、校内音

楽会や大泉学園小学校で行われた文化集会で

演奏しました。 

当日の演奏予定曲は、「未来への賛歌」、「船

で行こう」、「たんぽぽのバッジ」です。きれい

な声、響く声を意識して日々練習してきまし

た。爽やかな歌声を多くの方にお届けしたいと

思っていますので、ご来校いただき子どもたち

の頑張る姿をぜひご覧ください。 

～プログラミング教育実践報告会～ 
 研究主任 都丸裕貴 

大北小は、平成３０年・３１年度 東京都プロ

グラミング教育推進校の指定を受け、プログラミ

ング教育について２年間研究及び実践に取り組ん

できました。 

プログラミングというとテレビの CMであります

ように、コンピュータを使ってロボットを動かし

たり、ブロックを並べ替えたりといった活動を想

像しがちですが、小学校のプログラミング教育で

は「プログラミング的思考（試行錯誤しながら問

題を解決していくための論理的思考力）」を各教科

の中で身に付けさせていくことが大きな目標とな

っています。もちろんスクラッチやプログル、プ

ログラミングカーなど、コンピュータやソフトウ

ェア、ハードウェアを使った活動も取り入れてお

りますが、練馬区の ICT環境の整備が進んでいな

い現状もあり、基本的にはコンピュータを使わな

い「アンプラグド」のプログラミング教育に取り

組んでいます。『教科等の中で、プログラミング的

思考を育みながら、教科の学びをより確実なもの

にする』それが本校の２年間の目標でした。世の

中の流れとして、これからはコンピュータを用い

た授業の導入が進んでいくと言われています。４

月から新学習指導要領が完全実施され、新しい時

代の教育が始まろうとしている今、この練馬区で、

大北小でできることは何か、この２年間の実践を

参会いただいた先生方に報告したいと思います。 

 

～校内書初め展～ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
1／11（土）～1／24（金）に校内書初め展が

ありました。どの学年も、頑張って練習をして

きた成果が感じられる力作ぞろいでした。保護

者の皆様、ご多用の中ご参観くださりありがと

うございました。 
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